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論　文

図形の 分割と配色が視覚イメー ジに及ぼす効果に つ い
”
ec　（X＞

一 各種数列に よる直交分割と白 ・黒配色一

上野清一郎
＊
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一 Dividing　of　F董gures　by　O曲 ogona 艮L重ne 　based　o聡 Severa互Ser量es　and 　 Co盈oring

　　　　　　　　　　　　　　　by 　W 賊 e　and 　B亘aek 　Co温ors 一

Seiichiro　Ueno

Kanazuwa 　Institute　 of 　Technology

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　Squares　have　been　prepared　as 　a　fundamental　figure　alユd　divided　horizontally　and 　verti じa11y

by　 orthogonal 　i三ne 　based　on 　g　kinds　of　series 　 and 　the 　fract三〇 ns 　divided　have　been　 colored 　by

white 　and 　black　colors ．　 Such　81　divided 丘gures　have　been 　drawn　and 　their　visual 　impression

have　been　 expressed 　by　using 　201 ［inds　of 　terms 　by　40　students 　and 　then 　presented　by　the

nul 皿 erical 　 va ！ues 　 and 　defined　 as 　psychological　variable ．　 On　 the　 other 　hand，　the 　figures　have

been　represented 　l）y　several 　physical　variab 正es 　and 　both　variables 　have　been　connected 　hy

the 　multi
−
regression 　equation ．

　The 　 results 　obtained 　 are 　 as 　 follQws：

（1）Desirable　visual 　impresslon　are 　found　in　the 　figures　div量ded　horizontally　 and 　vertically 　by

using 　 same 　 series 　 arld 　 not 　 much 　 changed 　divided　distance．　On 　the　contrary ，　 undesirable 　visual

impression　are 　mainly 　found 三n 　the 丘gures 　changed 　di＞ided　distarlce　by　wide 　scale 　from 丘ne

to　 coarse 　 strlpe ・

（2）Connected　equation 　between　the　factors　of 　figure（physical　 variables ） and 　 image 　 scores

（psychological　variables ）has　been　found ．　 Owing 　t  the　 results ，　 among 　the 　factors　 of 　figure

contributed 　tQ　visual 　impresslon　 maximum 　area 　 of 　white 　 color 　 in　 the　 fractiQn　 divided　 has

most 　degree 　of 　contribution 　and 　t！le　 greater　 this　 area 　 shows 　 more 　 undesirab ！e　 visual 　im −

preSSIon ・

　Further，　the 　above 　connected 　 equation 　has　 made 　possib王e　to 丘nd 　a　clue 　to　draw　the 　div三ded

figure　 which 　 might 　express 　desired　 visual 　impression・

1。　 は じ め に

　わ れ わ れ が 日常眼 に触 れ る もの の 中に は．自然物 人

rg．物 を問 わ ずさまざまな形態 と色彩 の もの が あ り，そ れ

ら の 多様性 か ら い ろ い ろ な情感 を呼ぶ 。人 問の 心理状態

に よ っ て 大 きく左 右 され る こ れ ら の 情感 （イ メ
ージ）を数

量的 に 表現す る 目的で ，こ こ で は基本形態と して まず長

＊
　金沢工 業大 学

方形 を と り一ヒげ， こ れ を数種 の 数列 に よ っ て タ テ 。ヨ コ

に直交分割す る こ とに よ り数多くの 分割図 形 を作 り，白

と黒 と の 無彩色で 交互 に ぬ り分 け る 。こ うし て 得 られた

多 くの 分割 ・配色図形をい くつ か の 物理的変数に よ っ て

表 わ し，他方 こ れ ら の 図形 の イ メ ージ を イ メ ージ用語 か

ら とら え，数値化 し て 心理的変数と し ， 両者 の 関係を数
・
式 に よ っ て 結び つ け る こ と に よ り，形 と色 と の 組合せ イ

メージ を定量的 に 表現 し よ うと試み た 。
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2・ 実験 方法

2・1　試料の作成

　基本形態 と し て の 長方形は Table　1 に示す 9種 の 数

列に基づ い て タ テ
・ヨ コ に直交分割した。こ の 際，辺 長

は 約 120mm を メ ドと して ， こ れ を （タテ ）9× （ヨ コ ）9

＝ 81個の 分割図形 とし，ケ ン ト紙を用 い て 作成 した。こ

れ ら の 図形 を分割され た 区画 ご とに 互 い に 白 と黒 と の 無

彩色で ぬ り分 け る 。 （黒色 に は ポ ス ターカ ラー使用）。 た

だ し図 形 の 左 上 隅 は 必 ず 黒 の 区 画 とな る よ うに し た。図

の 1例 を Fig ．1 に 示す。

2・2　イ メ
ージ用語な らび に 被験者

　 こ こ に と り上 げ た 基本 図形 は 生 活 環 境 の 中で の 模様，

柄な どに使用さ れ る と い う こ と を考慮し て，こ れ ら を表

現 す る の に ふ さわ し い と思わ れ る 形容詞を二
， 三 の 雑誌

か ら約 500語 えらび 出し
1）

， そ の 中か ら 同意語，類似語

な どを省き，ま た プ ラ ス イ メ ージ，マ イ ナ ス イ メ
ージ を

表 わ す こ と ばを配慮 し て 20 語 を選出 した 。
こ の 20語 の

配列11匱は 乱数表 に よ、
っ

て ラ ン ダム と し，他方 8ユ個 の 図

形も乱数表 に よ っ て 提出順 を きめ，各 々 の 図形 ご と に 20

の イ メージ用語 に よっ て 「は い 」 「い い え」 の い ず れ か

の 相当す る と こ ろ に ○ 印をつ け て も ら っ た 。 （Table　2

参照）。

　被験者 は 男子学生40名 （18〜24才） とし ， ア ン ケ
ート

実施 は 昭和55年 7 月 7 日
一S 月 4 目の 間 に行 な い ， 1 人

当 りの 所要時間は途中休憩をは さん で約70分で あ っ た。

3． 結果の 解析な ら び に 考察

3・1 　数 列 と イ メ
imジ

　Tabie 　 2 に示 し た よ うに，「は い 」 に ○ 印の つ い た も

の をイ メージ得点 と し，こ れを 40 名全員 に つ い て 集計

し た もの をも っ て 基礎 デー
タ （．V）とす る 。 （全員 が 「は

い 」 と答 えれ ば 40点とな る 。）こ れ らの 基礎 データ を タ テ

・ヨ コ の 分割方法に し た が って ま と め た 1例（「清潔 な」）

を Tab旦e　 3 に示す。タ テ ・ヨ コ の No ．の 対応 したもの

（1 と  とい うよ うに ） は 同
一

の 分割法 を表 わ す 。
こ れ

ら の 計 の 値に し た が っ て順位をつ け た の が表の 順位で あ

る 。 同
一

順位 の とき は 両者 の 中央 の 値 と し た。こ の よ う

に して イ メ
ージ用語 20 語 に っ い て の 得点 の 最高 （max ）

と最低 （min ）をもとに ，数列 ご と に ま とめ る と Table　4
の よ うに な る 。

こ の 結果 か ら イ メージ を最 もよ く表 わ す

と思 わ れ る 代表的 な 図形 の い くつ か を Fig ．2 に示 す 。

図 か ら もわ か る よ うに，一
般 に タ テ と ヨ コ と で 同

一
分割

で，しか も分害1澗 隔が大きくは 変 らな い 場合が 好イ メー

ジ （プ ラ ス イ メ ージ） を与 え て お り ， 中で もあ る 適当 な

間 隔 （＝10） の 等間隔分割同志 （碁盤 格子）がとくに そ

の 傾向が 強 い 。逆 に 好 ま し くな い イ メージ （マ イ ナ ス イ

メージ）を与え る分割は ，
ペ ル 数列や 等 比 （初項 1，公

比 3 ）数列 の よ うに，分割が細か い もの か ら急激 に 粗 く

な っ て ゆ く よ うなもの に多 い 。図に 示 され る よ うに 等間

隔分割 に 高得点を与え る イメ
ージ が多く，そ の 間隔が 極

め て 小さい と複雑，繊細 な感 じ とな っ て い る。

　次 に タ テ
・ヨ ＝ に お け る 分割の 仕方の 問に ど の ような

イ メージ上 の 関連が ある か を 見 る た め，両者 の 対応す

る （同一一
の ）数列間 の 順位相関 を求 め た。そ の 結果 を

　　　　   等比数列 （初項 1，公 比 2）

Fig’．　1 分割 図 形 の 工例

1

ヒ

ボ
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チ
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ヒ ボ ナ ッ チ

ペ ル

等比 （初項 1
， 公 比 2）

〃　　（　〃 　　1，　　〃 　　3）

等差 （初項 1
， 公 差 1）

〃 　 （ 〃 　 1，

等間隔 （＝2）

　 〃 　 （＝5）

　 〃 　 （＝10）

〃 　3）

1十 2一レ3十 5十 8十 13十 21十34十55＝＝ユ42

1十 2一ト5一ト12一ト29十 70＝119

1十 2十4十8 −−16十32十 64＝127

1弓
一3十 9十 27 司

一81置ユ21

1十 2十 3十
・9・…

1→−4一ト7→一・・・…

2−十一2十2A −・−t…

5→
−5十 5十…　t−・
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・・・…　13一トー14→一玉5＝120
・一…

　十 19一ト22十25 ＝ 117　、
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Table　2　 イ メージ用語な らび に ア ン ケートの 方法

ON

12345678910111213141516171819120

イ メ
ージ用語

清潔な

強烈 な

エ キ ゾ チ ッ クな

人 工 的な

幾何学的 な

リ ズ ミカ ル な

繊細 な

ア ン バ ラ ン ス な

ユ ニ
ー

ク な

華 や か な

セ ク シ ー
な

複雑な

重 々 し い

あ い ま い な

モ ダ ン な

陰気な

神秘的な

知的な

鮮明 な

地 味な

図 No ．1

は い 1
○

OOO

o

○

○

い い 凡

○

○

○

OO

○

○

○

○

○

○

○

○

図 No ．2

は い 　い い え

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

図 N 。．81

は い iい い え

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

OOO

○

○

OO

Ta 耐 e　3　イ メ
ージ得点

◇　諏 （清潔な）

123456789

二・［厂

順位

                 

／6　18　 ／4　　7　24　ユ9　 ユ4　16　25

／61915111511 　72228

12　17　 18　 18　 16　14　　6　22　 24

11　 28　 ／3　 14　 17　 15　 ユ0　 17　 19

22　　21　　23　　21　 34　　29　　13　　27　 31

19　21　21　 23　 24　21　 14　 26　30

10　 14　 11　 11　 ユ5　 14　 18　 17　 13

21　 23　 24　 16　 27　 34　 15　 31　 36

24 　　31　30　　18　　34　33　　18　 33　 35

151　192　ユ69　139　206　190　115　211 　241

746835921

　 　 　 　
一
1

計 Pilfitt
1531

144147144221199123227256

1614

57

．56i

　 i7
．51

　 i3492

引
平均　　19．93　　辷
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Table　4　イ メージ の 最高得点，最低得点を示 す数列

95

タ テ 方向 （ヨ ＝ 分割）

皿 ax ． 語用ジ｛
メイ min ，

ベ 　　ル

等差（
初項 1
公 差 1）

等間隔 （− 2）

等間暉鬲　（＝5）

等問隔 （＝ 10）

ア ン バ ラ ン ス な

重 々 しい

あい まい な

リズ ミ カ ル な

ユ ニ ーク な

セ ク シ
ー

な

モ ダ ン な

華 や か な

強烈 な

繊細 な

神秘 的 な

エ キ ゾチ ッ
ク な

複雑 な

陰気 な

地味な

人工 的な

幾何学的な

清潔な

知的な

鮮明 な

等間隔 （＝10）

等比（
初項 1
公比 2）

ペ 　　ル

ペ 　　ル

靴 （
初項 1
公比 3）

等差（
初項 1
公差 1）

ペ 　　ル

等間「編　（＝2）

ペ 　 　ル

ヨ コ 方向 （タ テ 分割）

max ， イ メ
ージ用語 1min，

等比（
初項 1
公比 3）

靆 （
初項 1
公 差 1）

ア ン バ ラ ン ス な

重 々 しい

陰気 な

あ い まい な

地味な

華や か な

セ ク シ
ー

な

ユ ニ ーク な

等間隔 （＝10）

等 間隔 （＝・5）

等差（
初項 1
公差 1）

等比（
初項 1
公 比 3）

等間隔 （＝2）

等差（螺 M ・ ダ ・ な 」等比（
初項 1
公比 3）

等問i∫鬲　（＝2）

等問卩鬲　（＝5）

等間隔 （＝ 10）

幾何学的な

複雑な

神秘的な

エ キ ゾ チ ッ ク な

強烈な

繊細な

人 工 的 な

リ ズ ミ カ ル な

知的な

鮮明 な

清潔 な

等比（
初項 1
公比 3）

等差（
初項 1
公 差 3）

等問IS鬲　（＝＝ 10）
　 ペ 　　ノレ

等比（
初項 1
公 比 3）

等比（
初項 1
公比 3）

等間隔 （＝2）

Table 　5　タ テ ・ヨ コ 同
一

数列間の イ メージ の 相関

1

　
2

　
3

　
4

　
5

　
6

　
7
　
8
　
9

　
／0

清潔な

強 烈 な

エ キ ゾチ ッ ク な

人 工 的 な

幾何学的な

リ ズ ミ カ ル な

繊細な

ア ン バ ラ ン ス な

ユ ニ ー
ク な

華や か な

0，892＊；ド

0．829 ＊

0．908＊ ＊

0．768 ＊

0．866＊ ＊

0，948 ＊＊

0．971＊＊

0．965＊ ＊

0．5540

，933＊＊

12345678901111111112　 セ ク シ ーな

i1

複雑 な

1
　重 々 し い

　 あ い ま い な

1モ ダン な

　陰気な

　神秘的な

　 知的な

：

　鮮 明な

　地味な

厂

0，6170

．972＊ if

O．6500

．827＊

0，5130

，943＊ ＊

0．729＊

0，854＊＊

0，8734：e’

0．891＊’…【

＊
： 5％水準 に て 有無

＊＊
： 1％　　〃
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◇好 ま しい イ メージ の 図形例

9

等

間
隔
（

1110

）

  等間隔 （＝ 10）

◇清潔 な

◇ 知 的 な

◇鮮明な

◇ （ア ン バ ラ ン ス で な い ）

◇ （重 々 し くな い ）

等

差
（

初
項
1
、

公
差
1

）

  　等差 （初項 1，公差 1）

◇華や か な

◇ユ ＝ 一
ク な

◇ セ ク シ ーな

◇ （地味で ない ）

◇好 ま し くな い イ メージ の 図形 例

2

ペ

ル

  　等比 （初項 1，公 比 3）

◇ア ン バ ラ ン ス な

◇重 々 しい

◇あい まい な

◇ （人 工 的 で な い ）

◇ （幾何学的 で な い ）

◇ （知的 で ない ）

◇ （鮮明 で な い ）

◇ （モ ダン で な い ）

◇ （華や か で ない ）

ア

等
間
隔

（

112

）

  等 比 （初項 1，公 比 3）

◇陰気な

◇地 味な

Fig．2 （1）　 イ メ
ージを最もよ く表 わ す代蓑的図形
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◇その 他 の イ メージ を あ ら わ す 図形例

  等聞隔 （＝2）

5

等

差
（

初

項
1
、

公

差
1

）

  等差 （初項 1
， 公差 3）

97

7

等
間
隔

（

112

）

5

等

差
（

初
項
1
、

公

差
1

）

◇強烈 な

◇ 神穂 的 な

◇エ キ ゾ チ ッ ク な

◇繊細 な

◇複雑 な

　  　等間隔 （＝ 5）

◇リ ズ ミカ ル な

8

等
間
隔
（
115

）

8

等
間
隔
（

拝

5
）

◇ モ ダン な

  等問隔 （− 2）

◇幾何学的 な

  等開隔 （＝5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇入 工 的な

Fig．2 （2）　イ メ
ージ を最もよ く表わ す代表的図形
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Table　5 に 示す 。 こ れ よ り，あ る分割 法 を タ テ に用 い た

揚合 （ヨ コ は 別 分割法 を含む） と ヨ ゴ に 用 い た場合 （タ

テ は 別分割法を含む ） と で，白黒交互 の 配色図形 は イ メ

ージ の
一
致 す る傾向 （有意相関）の もの が多い が，「ユ ニ

ーク な」 「セ クシ
ーな」 「重 々 しい 」 「モ ダン な」 に関し

て は ， イ メ
ージ が

一
致す る とは い え な い 。た と え ば 「ユ

ニ
ー

ク な」 「セ ク シ ーな」 は，等比数列を タ テ に 用 い た

ときに は イ メージは 低 く，ヨ コ に 用 い た 場合 に は よ り高

い 。「重 々 しい 」 は ペ ル 数列を タテ に 用い る とイ メージ

高く ヨ コ に 用い る と低 い が，「モ ダン な」 は全 くそ の 反

対とな る。さ ら に こ の 「モ ダ ン な」 とい うイ メージ は，

等問隔 （＝5）（＝ 　10） を用い た と き も こ れ を タ テ に用 い

る と高 く ヨ コ で は 低 い 。こ の よ うに 数列 に よ る 分割法 に

よ っ て 白黒 交互 配 色 の 図 形 を作 る とき，そ の 数列を タ テ

に用 い て も ヨ コ に 用 い て も変 らな い 用語 の イ メージ と，

そ の 方 向 の と り方 に よ って 大き く変 る もの と が あ る こ と

が わ か る。し た が っ て 方向に よ・っ て 変 る よ うな イ メ
ージ

に つ い て は，と くに分割の 方向をえ らぶ 必要が ある 。

3・2　イメ
ー

ジ用語ごと の 得点の バ ラ ツ キ

　81個 の 分割図形 に つ い て の イ メ
ージ得点が，どの くら

い バ ラ ツ クか を見る た め，各 イ メージ用 語 ご と に 5瘤

（変動率） に よ っ て 比較 し た の が Fig．3 で あ る。こ こ に

s は 81個の 図形の 得点の 標準偏差 ， 歹 は そ の 平均得点を

示す。Fig．3 に よれ ば 「複雑な 」 「繊細な」 な どの 用語

は 図形の 分割の 仕方 に よ っ て か なリイ メージが異なる こ

とが見 られ る が，他の 用語 の 場合 は そ れ よ りも少 しずつ

イ メ
ージ の ち がい は 少な く， 「人 工 的な」 「幾何学的な 」

な どの 用語 の イ メージが 最もバ ラ ツ キ が 小さい 。今回 の

白黒配色の 分割図形 で は 分割 の 仕 方 に か か わ ら ず 「人 工

的 な」 「幾何 学的な」 イ メージ は さほ ど ち が い が な い こ

と を示 し，以下図 に見 られ る とお りの 様相 で 図形 ご との

イ メ
ージの ちが い の 傾向が 示 され て い る 。

　さ き の Fig・2 に お い て
，

7一  の 図形 が 「複雑な」

「繊細 な」 イ メージ の 最も代表的 な もの で あ る の に対し，
「人 工 的 な」 「幾何学的 な」 イ メージ は 多か れ 少か れ他の

図形 で も得られ るが，8一  ，
8一  の 図形 は そ の 中で も

比 較的そ の 印象の 大きい もの と して 挙げたとい うこ とで

ある 。

3・3 重回帰分析に よ る解析

　図形 の イ メージは そ の 形態 ・
配色 に よ っ て 当然異なっ

て くる 。 そ こ で 図形 の 特徴 を表わ す物理 的変数 （説明変

数） ei を え らび，こ れ に よ っ て 図形 を数量的 に表現 し，

他方さきの イ メージ得点を心 理 的変数 （目的変数）y と

し，両者の 関連 をつ ぎの 重回帰式 に よ っ て 求 め，こ れ よ

り図形 の イ メージに寄与 す る要因を見出 だそ う と試 み

た 。

　　　　　 」
・＝bixi十 b2Xz十 一…・・

十 bnXn

た だ し こ れ は 規準化した 揚合の 式 で あ り，bi は標準偏
回帰係数 ，

」Ci とし て は 図形の 特徴を 示 すべ くつ ぎの 要

素を と り上げた。（n ＝6）

　　 Xl ： 図形中 の 区画 の 数

　　X2 ： 図形の 全面積

　　Xs ： 1区画 の 白の 最大面積

　　 x4 ： 1 区画 の 黒 の 最大而積

　　X5 ： 臼／黒 の 面積比

　　 X6 ： 臼区画 の 面積分散
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Fig．3 図形 の 相違 に よ る イ メージの バ ラツ キ の 比較
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b，と して は さ きの イ メージ得点の 基礎データを用 い ，Yl
〜

）
・
2e に つ い て そ れ ぞ れ式を立 て た。図形 81個に つ い て

の ヱ 1
〜x6 と y とに よ り求 めた bi　（i　一＝　1　’v　6）を Table　6

に示 す 。
bi の 値は i 以 外 の 他の X の 影響を除い た と き

の ，o，の Xi に対す る 平均 の 回帰係数を示 し て お り， こ

の 値 が 正 の 場合は ri の 値が大き くな る に し た が っ て y

の 値は 大きくな り， 負 の 場合 は 」：i が増す に つ れ て y は

小 さい 値 とな る 。 すなわ ち ll以外の 他 の 変数を一定に し

た と きの ei の b，に 対す る 寄与 の 度合を示す とい うこ と

で あ る
2）

。 （な お上式 を用 い て推定され た y と，実測値 o，

との 関係を表わ す重相閼係数 を求 めた と こ ろ ，す べ て の

イ メージ用語につ い て有意な相関を得た ク）で，上式を今

後 の 推定に用い る こ とは妥当 とい え る 。）

　標準偏回帰係ta　（bi）は 相互 に 比較可能 で あ り，
　 Table

6 を見 る に b
， の 値 が い ずれ も きわ 立 っ て 大き く，し た

が っ て 今回用い た 図形の 揚合 X3 の 増減が イ メージ に大

きく寄与 して い る こ とがわ か る。なか で も Ys（ア ン バ ラ

ン ス な）， Y14（あ い ま い な） に ＋ の 値が と くに 大き く，

ま た ぬ （強烈 な），cr7（繊細 な），．Ylo（華や か な），｝Yll（セ

ク シ
ー

な），Y12（複雑 な） な ど は
一

の 値 が大き い
。

こ の

こ とは他 の 物 理 量が 変 ら な い とし た とき， 1区画 の 臼の

面積 に 相 対的に 大 きい もの が 1 つ で もあ る と，そ の 図形

の イ メ
ージは 「ア ン バ ラ ン ス 」 で 「あ い まい 」 に な り，

ま た 「強烈 さ」 「繊細 さ」 「複雑 さ」 「華 や か さ」 な どと

い った感じ は い ずれ も うすれ て くる こ とが示 され る。し

か も こ の fiCa とい う要素が 他 の もの に 比 べ て 決定的 に イ

メージ に 効果す る と い え る。こ の 代表的図形例を 照g ．4

に 示 す。こ の 図 形は 上記 に つ い て の イ メ
ージ得点 （s”i）

を実際 に 図 の 下 の よ うに 表わ し て お り，こ の 得点が 上 の

こ と を裏付 け て い る。

　次に寄与 の 大きい の は b6 で こ れ は 臼区画 の 面積分散

に関す る もの で あ る。すな わ ち 図形 の 中の 白区画 の 大き

さ の バ ラツ キ の 問題 で あ り，bl2，　Yv，
　Y12， 」

・17 ，
　Ylgなどに

つ い て ＋ に 寄与 し て い る。 こ の こ と は 臼の 区画 が大小

入 りま じ っ て い る と， 「強烈 さ」 「繊細さ」 「複雑さ」 「神

秘さ」 「鮮明さ」 な どが増 す とい うこ とで あ る 。

　圭た配色に と っ て 重要な臼／黒 の 面積比の ， イ メ
ージ

に対す る寄与度 は，他の 要素に比 べ て さほ ど大きい とは

い え ない が，白の 比 率の 大きい ほ ど 厂蕪 やか な」 厂モ ダ

ン な」 イ メージ とな り，黒 の 比率 が 増す と 「重 々 しい 」

rあい まい な」感 じ となっ て ゆ くこ と を示 して い る。

　さ て こ の よ うに標準偏回帰係数 （bi） を基 に して，そ

の 符号 に よ っ て イ メ ージ用語 を分類す る と Table　7 と

なる 。
こ の 表 は寄与の 大きさは ともか く と して ，biに関

連する ＝ ’i の 値が増すに し たが っ て ， イ メ
ージ に ＋ に

寄与 す る （そ の イ メ
ージ を大き くす る）biを ま と め た も

の で あ る。（とい う こ とは こ こ に 示 され て い な い 傷 は，

す べ て 一に寄与する とい うこ とに なる）。 こ れ に よ る と

同 じ枠内の イ メージ用語 は，そ こ に 示 され た ゐバ こ 関連

す る 図形要素   の 増加とともに それ ら の イ メ
ージ を大

きくす る とい うこ と を表 わ す。した が っ て 表示 の 各 イ メ

ージの い ずれ か を表現す る 白黒分割図形 を作成した い 場

合 に は，
’Vable　7 に お い て そ の イメ

ージ用語 の 属す る bi

群に 関連す る 図形要素   を，相対的に 大き く （増 す）す

る よ うに考慮 し て 作図すれ ばよ い とい うこ とに な る。

4．　 まと め

長 方形 をい くつ か の 数列 を用 い て 直交分割 し ， 白 と黒

とで 交互 に ぬ り分 け た 図形 の イ メ ージ を解析 した結果，

　（1）好 イ メ
ージ （プ ラ ス イ メ

ージ） を与 え る 図形 は ，

Table　6　標準偏回帰係数
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− O．031
− 0．623
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Y16 YIT Ms YIP
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　0．220
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0．0431
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3

等
比

数
列

（

初
項
1、

公

比
2

）

  ペ ル 数列 Table　7 標準偏回 帰係数 （の が ＋ に寄与 す る 場合

　　　　 の イ メ
ージの パ タ

ー
ン 分類

bエ b， bsb6 b、 b4　b5ウ6

幾何学的な

リ ズ ミ カ ル な

繊細 な

ユ ニ
ー

ク な

華やか な

知的 な

b，
b2　b4　 b5　b6

セ ク シ
ー

な

複雑 な

陰気 な

b， b，　blf b465　 bs

エ キ ゾ チ 。 ク 劇 清 勲

入工 的な 　 ｝モ ダン な
　 　 　 　 　 　 　 d

神秘的な　　　
1
．一一

b， b2bab ， b6

重 々 しい

ろ
・ 嫉 雇 一 ・

b
・ 嫉 ろ1 外

地味な 強烈な あい まい な

Ib・ が ＋ に 寄与 Ib・ が 一に 雛

Ysy ・・ y2y ・ ツ・… 工 洲 「ttb・ 　 l　 b・

実　 際　 の

イ メ
ージ 得 点

鮮明 な

25　 21　　　　12　　8　　1／　　 7　　工0

翫 g ・4x3 （1 区画 の 臼の 最大面積） の 大きい 図形例

タテ
・ヨ コ と も同

一
分害［1で し か も分割間隔が 大 き くは 変

ら ない 場合に 見 ら れ ，逆 に 好 ま し くな い イ メ
ージ （マ イ

ナ ス イ メ
ージ） は，分割が細 か い も の か ら 急 激 に 粗 くな

っ て ゆ くもの に 多 い 。

　（2） あ る 分割法 を タ テ に 用 い た 場 合 （ヨ コ は 別 分割 を

含 む ） と ヨ コ に用 い た 場 含（タ テ は 別 分割 を含 む ）とで ，

イ メ
ージ の 一致す る 傾向の 図形が比 較的多 い が，二 ，三

の イ メージ に つ い て は，分割の 方向 をえ ら ぶ 必 要 の あ る

もの も あ る 。

　（3）イ メージ を 左 右す る 図形 要 素 の うち，そ の 寄与度

の 大きい もの として は ， まず分割 1 区画 の 白 の 最 大 面

積，次い で 白区画 の 面積分散，臼／黒 の 画積 比 な どが 挙

げ ら れ る 。 と くに 分割 1 区画 の 臼の 最大面積は，こ れ が

大 き い ほ ど 「ア ン バ ラ ン ス な 」 「あ い ま い な 」 な ど と い

うマ イナ ス イ メ
ージ と な る。

　 こ の よ うに 図形要素 （物理的変数） と イ メ ージ 得 点

（心 理的変数） との 関連式 が 得 られ た の で，今後わ れ わ

れ の 欲 す る イ メージ を表現 す る よ うな分割図形 を ， 任意

に作 り出す こ との 可能性 が 見出 だ され た 。

　終 りに 実験に 協力 され た 後閑順治君 の 労 を謝 す る。
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